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1. 目的 
cAMP 信号伝達系の植物界における役割を明らかにすることが本研究の目的である。 
地球上の全ての生物は、寒暖、明暗、日照時間の変化など、数限りない自然界の変化を、環

境からのシグナルとして捉え、それらに応答している。動物と異なり顕著な運動性を示さな

い植物においては、個体にとって不利な環境の変化にも、その場を動かずに対応せねばなら

ず、その環境適応機構は動物とは異なった複雑さを示している。植物無くして動物の生存は

あり得ず、植物の環境応答現象の本質を探り、さらにその能力を活用することは、人類の生

存と地球の環境の持続的保全を考える上で極めて重要である。 
 
2. 研究の経過・成果の概要 
1）土壌性ラン藻の乾燥耐性機構の解明 

 乾燥耐性の獲得には、乾燥ストレス時のダメージを回復していく再水和過程も重要である

と考えられる。そこで再水和時の DNA マイクロアレイ 解析を行った。その結果、再水和に

より多数の遺伝子の発現量が増加することを見出した。その中で我々は cAMP により活性化

される転写因子 ancrpB に着目した。ancrpB 破壊株は野性株に比べ再水和時の酸素発生活性

の回復が鈍く、AnCrpB が乾燥からの回復過程において重要な役割を果たしていることが示唆

された。 

2）ラン藻の塩耐性機構の解明 

 ラン藻 Anabaena sp. PCC 7120 において、塩ストレス誘導性の遺伝子を DNA マイクロアレ

イにより解析した結果、塩ストレスは極めて多数の遺伝子の発現に影響を及ぼすことが明ら

かとなった。我々はレスポンスレギュレーターである OrrA に着目し、orrA 破壊株を作成し

た。次に DNA マイクロアレイ解析を行って、orrA によって発現の調節される遺伝子を探索し

た。その結果、orrA は塩ストレスだけでは無く、低温ストレスや窒素飢餓ストレスにおいて

も同じような遺伝子の発現を調節していることが明らかになった。 

3）窒素固定ラン藻におけるヘテロシストの分化機構の解明 

 ラン藻による土壌への窒素付加能力を増進するために、窒素固定を行うための特殊細胞で

あるヘテロシストの分化制御機構を解明する必要がある。昨年度のマイクロアレイを用いた

解析により、転写因子をコードすると考えられる nrrA 遺伝子がヘテロシスト分化の制御にお

いて重要な役割を果たすことが示された。今年度はさらに nrrA 遺伝子の機能解析を行った。

大腸菌を用いて NrrA タンパク質の大量発現を行い、精製 NrrA タンパク質を得た。その標的

となる遺伝子の同定を行ったところ、ヘテロシストの分化を制御する hetR と呼ばれる転写因

子がその標的遺伝子であることが明らかとなった。 
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